
新規事業採択時評価結果（平成２０年度 新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

 

事業名 一般国道２号 周南
しゅうなん

立体
りったい

 
事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

中国地方整備局 

起終点 
自：山口

やまぐち

県周南
しゅうなん

市考田
こ う だ

町 

至：山口
やまぐち

県周南
しゅうなん

市徳山
とくやま

 
延長 ３．５ｋｍ 

事業概要  

一般国道２号は、大阪
おおさか

市を起点とし、瀬戸内海沿岸の諸都市を連絡し、北 九 州
きたきゅうしゅう

市に至る延長約６８０ｋｍ

の主要幹線道路である。 

当該区間は周南
しゅうなん

バイパスの一部区間（周南
しゅうなん

市考田
こ う だ

町～周南
しゅうなん

市徳山
とくやま

）において、三田川
み た が わ

交差点を含む全長 

３．５ｋｍの立体化及び交差点改良事業である。 

事業の目的、必要性  

三田川
み た が わ

交差点は、山口県周南
しゅうなん

市に位置し、国道２号と国道３１５号が交差する地点であり、朝夕のピーク時

間帯を中心に慢性的で深刻な交通渋滞が発生している。また、周南
しゅうなん

市は、人口約１５万人の山口県第四の都市

であり、臨海部には特定重要港湾徳山
とくやま

下松
くだまつ

港や石油化学コンビナートを中心とする工業群が立地し、これらの

地域へのアクセス性向上による、地域経済の活性化を図る事が重要である。 

このような状況を踏まえ、当該区間の整備は、交通混雑の緩和を図るとともに、交通安全の確保や沿道地域

の環境保全、都市機能の充実、地域経済の発展や拡大を促進する上で必要な路線である。 

全体事業費 ４５億円 計画交通量 ５０，７００台／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

山口県国道２号整備促進期成同盟会、周南
しゅうなん

市及び周南市議会から、三田川
み た が わ

交差点の立体化要望を毎年受けて

いる。 

 
事業採択の前提条件  

費用便益：便益が費用を上回っている 

手続きの完了：都市計画決定済(S41.3.9) 

事業評価結果 
 

総費用 ５６億円 総便益 １８３億円 基準年  

Ｂ／Ｃ ３．３ 
事 業 費： ４０億円 

維持管理費： １６億円 

走行時間短縮便益：１５７億円 

走行経費減少便益： １５億円 

交通事故減少便益： １１億円 

平成１９年 

交通量変動 B/C=3.0 （交通量 -10％） B/C=3.6 （交通量 +10％） 

事業費変動 B/C=3.5 （事業費 -10％） B/C=3.1 （事業費 +10％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 B/C=3.3 （事業期間 -1年） B/C=3.2 （事業期間 +1年） 

評価項目 評価 根拠 

事業対象区間の渋滞損失時間は8.4千人時間/年の減少（約76.8千人時間/年→約68.4千人時間/

年（H42））が見込まれる。 

渋滞対策 ○ 

【1kmあたり渋滞損失時間】三田川交差点周辺での1kmあたり渋滞損失時間は、約367千人時間/

年・kmとなっている） 

     山口県平均  ：約27.6千人時間/年・km 

全国平均   ：約20.9千人時間/年・km 

【渋滞度曲線】山口県内区間の11位/784区間 

【その他の特徴】三田川
み た が わ

交差点が存在し、東西唯一の幹線道路で慢性的な渋滞が発生 

才川交差点付近（389.8件/億台・km）や江の宮交差点(323.5件/億台・km)など、連続的な区

間で県平均死傷事故率（140.2件/億台・km）を大幅に超過している。 

事故対策 ○ 
【死傷事故率】 三田川交差点付近（223.9件/億台キロ（交差点部）) 

        江の宮交差点付近（323.5件/億台キロ（交差点部）) 

        城ヶ丘交差点付近（310.4件/億台キロ（交差点部）) 

        徳山中央病院付近（186.6件/億台キロ（単路部）) 

  山口県平均：（単路部） 43.9件/億台キロ、（交差点部）140.2件/億台キロ(H14～H17)

【その他の特徴】信号密度が高く、車両の速度低下に伴う追突事故が５～６割を占める。 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 ― 注目すべき影響はない。 

住民生活 ○ 周南
しゅうなん

市役所から二次医療施設「徳山
とくやま

中央病院」への時間短縮 

（周南市役所から徳山中央病院への所要時間：約2分短縮） 

地域経済 ○ 特定重要港湾である徳山
とくやま

下松
くだまつ

港における物流の効率化向上 

災 害 ○ 臨海部での災害発生時における被災者の円滑な移送に貢献 

環 境 ○
渋滞緩和による、自動車排出ガス（二酸化窒素）の削減 

低騒音舗装等騒音対策による、夜間騒音レベルの改善 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ― 注目すべき影響はない。 

事業実施環境   

 

採択の理由 
費用便益比が３．３と便益が費用を上回っているとともに、当該事業箇所は用地買収が完了していることから、

円滑な事業実施環境が整っている。 

 以上より、本事業を採択した。 

 

 

担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：下保 修      

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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